
ICT活用授業モデル（デザイン編）

中学校 教科【国語】 単元【書くこと：説得力のある批評文を書く】

使用する
ICT機器 ＰＣ、タブレット等

使用するアプリ・
クラウドサービス等 ロイロノート・スクール（Web版）

クラウド
の活用

□教材の配布・回収等 ☑資料等の共有
☑生徒の学習状況の把握 □その他（ ）

シンキングツールを用いて批評する対象を分析・比較する

本時の
ねらい

批評する観点を踏まえて、ポスターを比較・分析し、伝えたいことを明確にするこ
とができる。

主な学習活動
（学習場面）

ＩＣＴの活用・留意点等 評価

導入

○前時の内容を
振り返る

○本時の目標を
確認する

審査員になったつもりで３枚のポスターの
批評文を書くこと及び批評文の書き方を想
起する。

教師が作成した例を画面配信し、本時はポ
スターを観察し、シンキングツールを用い
て比較・分析することを確認する。

展開

○批評する観点
を考える

○ポスターを観
察しながら、
観点ごとに問
いと自分の考
えをシンキン
グツールのカ
ードに書き出
す

○友だちと考え
を交流し、自
分とは異なる
ものの見方に
気付く

ロイロノート・スクール（Web版）にある
シンキングツールを用いて、比較・分析す
る。

シンキングツールのカードに書き出した内
容をグループ内で共有し、質問し合う。

【思】「書くこ
と」において、
集めた材料の客
観性や信頼性を
確認し、伝えた
いことを明確に
している。

終末
○本時の
振り返り

フォームで作成した振り返りアンケートに
回答（自動集計結果を教師が確認）

主体的・対話的で
深い学びのポイント

ICT活用のポイント

批評する観点を整理するためのツールとして、ＰＣ等のシンキングツールを適切に活用
することで、比較・分析を行いながら、伝えたい内容を明確にする。

シンキングツールのカードを動かしながらポスターを比較・分析し、書き出したものを友
だちと共有することで、伝えたい内容を明確にして批評文を書くことに繋がる。

ICT機器

クラウド

クラウド

クラウド

一斉

個別

協働

※表内の指針１～６は、「ICT活用授業指針」８ページにあるICT活用授業の目指す姿１～６を表しています。
※ ICTの導入が目的化しないように、ICTを活用する場面と活用しない場面を効果的に組み合わせることが重要です。
※評価の観点 【知】＝知識・技能 【思】＝思考・判断・表現 【態】＝主体的に学習に取り組む態度

指針３

指針６

指針２

ここで評価

【観点の例】キャッチコピー、イラスト・写真
（構図）、作り手の意図、表現の効果 等

一斉

個別

指針３クラウド


